
【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実等

さいたま市立大東小学校(埼玉県)リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-６

Teamsで音読練習
使用した結果
①作成した課題を学年で共有
できる。
②音読カードを回収・点検・
配付する必要がない。
③保護者の都合に関係はなく、
児童がいつでも取り組める。
④児童は、採点結果をもとに、
音読の仕方を改善できる。

Teamsで連絡帳を配信

・本文をPDF(Word)化する。
・課題機能を使って、配信する。

使用した結果
①連絡帳が記録として残る。
②先生と児童が連絡帳を書く
時間を削減できる。
③宿題やワークシートなどの
リンクを貼ることができる。
④家庭でタブレットを開く
習慣をつけることができる。

連絡帳を確認するついでに
デジタルドリルで復習や
動画で予習をする児童も
増えてきた。

・クラウド環境に理科の結果を記入しておく
（班の結果）


